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要 約 

アニマルモデル（ BLUP 法）を用いて京都府における脂肪酸組成の育種価の解析を 2023 年

5 月に行った。その結果をもとに 2,874 頭の京都府内の肥育牛の脂肪酸組成を解析したところ、

次の結果を得た。 

１．分析データの内訳は去勢 1,979 頭、雌 895 頭、計 2,874 頭であった。                     

２． 脂肪酸組成の平均値は、それぞれオレイン酸含有率が 55.22％、飽和脂肪酸含有率が

37.07％、モノ不飽和脂肪酸含有率が 60.53％であり、遺伝率は、0.606、0.583、0.553 とい

ずれも中程度であった。 

３．環境の効果によるオレイン酸含有率は、性別では雌が去勢よりも高く、屠畜月齢では出荷

月齢が大きくなるほど増加した。 

４．雌育種価の年次推移は、オレイン酸とモノ不飽和脂肪酸では、H18 年生まれで最も高い数

値を示し、H20 年以降低下あるいは維持傾向が続くが、H28 年生まれを境に上昇傾向に転

じている。一方、飽和脂肪酸については、その対称となるような推移をたどっている。 
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緒 言 

 

京都府の和牛における食味の遺伝的な改良を

推進するため、脂肪酸組成に優れた選抜が必要で

あることから、和牛の遺伝的能力の指標としてア

ニマルモデル（BLUP 法）１）による育種価が広く

用いられている。そこで、京都府内で肥育された

牛の脂肪酸測定値をもとにした育種価を推定し、

府内でけい養している繁殖雌牛の選定・保留のた

めの基礎資料として、畜産関係機関および畜産農

家へのフィードバックを行った。 

 

材料及び方法 

１．調査対象牛 

脂肪酸測定値は、京都肉牛枝肉共進会、京都肉

研修会を中心に 2023 年 5 月までに出荷された京 

都府内の肥育牛で、枝肉記録を持ち血統の明確な

もの 2,874 頭分の解析を実施した。 

 

２．脂肪酸組成測定 

 食肉脂質測定装置（S-7010：（株）相馬光学）

を用いた。なお、測定は３回行い、その平均値を

採用した。 

 

３．調査項目 

（１）今回の解析に用いたデータのうち、2018

年 7 月～2023 年 5 月に集荷した脂肪酸測

定値の統計処理 

（２）分析対象値 

筋間脂肪を測定部位とした脂肪酸の光学

測定値（オレイン酸、飽和脂肪酸（以下

SFA）、モノ不飽和脂肪酸（以下 MUFA））

３形質 

（３）考慮した母数の効果 
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ア 性（雌・去勢の 2 水準） 

イ 屠畜年次（2017～2023  7 水準） 

ウ 屠畜月齢に対する 1・2 次回帰 

エ 近交係数に対する 1 次回帰 

（４）考慮した変量効果 

  ア 肥育農家（13 水準うち 5 頭以上出荷農 

家 12 水準） 

（５）遺伝的趨勢 

   京都府内供用中雌牛の生年別（2006 年～

2019 年）の育種価平均の推移 

 

対象となる集団の遺伝的パラメーター及び育

種価については、BLUP 法アニマルモデル分析を

公益社団法人全国和牛登録協会に委託して行っ

た。 

 

結果及び考察 

１．分析データの構成 

分析データの構成を表 1 に示した。枝肉デー

タの 68.9%％が去勢牛のものであり、前回報告

よりも 1.1%減少した。 

 

２．各脂肪酸測定値の基本的統計数値 

筋間脂肪における各脂肪酸測定値の基本統

計量を表 2 に示した。オレイン酸含有率は

55.22%、SFA 含有率は 37.07%、MUFA 含有率

は 60.53%であった。 

オレイン酸・MUFA 含有率は去勢より雌の

方が高く、SFA 含有率は雌より去勢の方が高か

った。 

 

３．脂肪酸組成の遺伝的パラメーター 

脂肪酸組成から推定された遺伝的パラメー

ターを表 3 に示した。遺伝率がもっとも高いも

のはオレイン酸の 0.606 であり、以下 SFA の

0.583、MUFA の 0.553 の順であった。このこ

とから、脂肪酸の遺伝率は中程度の中でも比較

的高値であり、改良は進めやすいと考えられる。 

 

４．環境の効果 

全平均、性、屠畜年の効果を表 4 に、近交係

数の効果を図 1 に、屠畜月齢の効果を図 2 に、

肥育農家の効果と各脂肪酸組成の記録を表 5

に示した。 

（１）性 

性への効果は、雌・去勢の 2 水準で分析対

象形質すべてにおいて、相対数値として処理

した。オレイン酸、MUFA では雌が去勢よ

り高く、SFA では雌より去勢が高かった。 

（２）屠畜年次 

オレイン酸は、2017 年～2019 年にかけて

プラスの効果となっていたが、以降はマイナ

スの効果となっている。 

（３）近交係数 

   オレイン酸と近交係数には、正の相関がみ

られた。 

（４）屠畜月齢 

   出荷月齢が大きくなるほど、オレイン酸・ 

MUFA は増加した。 

（５）肥育農家の効果と各脂肪酸組成の記録 

農家の効果は肥育農家における肥育技術

の効果として評価することができ、うち 5

頭以上のデータを持つ農家で最大値と最小

値との差は、オレイン酸 2.9456、SFA 3.4592、

MUFA 3.4167 であった。 

 

５．脂肪酸の遺伝的趨勢 

京都府内供用中雌牛の生年別育種価平均の

推移について図３に示した。 

オレイン酸と MUFA では、H18 年生まれで

最も高い数値を示した。H20 年以降は低下、あ

るいは維持傾向を示していたが、H28 年以降は

増加傾向である。 

一方で、SFA はその２形質と対称となるよう

な推移を辿っている。 
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表 1 分析データの構成 

区  分 データ件数（頭） 割合（％） 
脂肪酸データ 去勢牛 1,979 68.9 
 雌牛 895 31.1 
 合計 2,874  
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表 2 各測定値の基本統計量 
 平均 標準偏差 最小値 最大値 頭数 

オレイン酸 去勢牛 54.50 3.79 35.6 63.5 1,979 
 雌牛 56.83 3.08 45.8 65.2 895 
 全体 55.22 3.74 35.6 65.2 2,874 

SFA 去勢牛 37.80 3.91 27.5 56.7 1,979 
 雌牛 35.45 3.13 27.7 46.6 895 
 全体 37.07 3.84 27.5 56.7 2,874 

MUFA 去勢牛 59.85 3.92 40.5 69.6 1,979 
 雌牛 62.03 3.22 50.3 69.8 895 
 全体 60.53 3.85 40.5 69.8 2,874 

屠畜時月齢 去勢牛 32.44 2.31 21.6 39.7 1,979 
 雌牛 31.48 2.00 22.6 38.2 895 
 全体 32.14 2.26 21.6 39.7 2,874 

近交係数 全体 8.10 4.14 0.0 29.4 2,874 

 

 

表 3 遺伝的パラメーター 
 オレイン酸 SFA MUFA 

遺伝分散 8.27 8.78 8.58 

農家の分散 0.96 1.20 1.16 

誤差分散 4.41 5.09 5.78 

遺伝率 0.606 0.583 0.553 

 

 

表 4 環境の効果 

要 因 オレイン酸 SFA MUFA 

全平均 55.88 36.45 61.34 

性の効果    

雌 1.118 -1.134 1.069 

去勢 -1.118 1.134 -1.069 

屠畜年次の効果 

2017 年 0.631 -0.264 -0.455 

2018 年 1.139 -0.675 0.056 

2019 年 1.164 -1.002 0.639 

2020 年 -0.193 0.127 -0.383 

2021 年 -0.956 0.715 -0.395 

2022 年 -0.902 0.547 0.120 

2023 年 -0.882 0.552 0.419 
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図 1 近交係数の回帰の効果 

 

 

 

 

図２ 屠畜月齢の効果 

 

 

表 5 農家の効果 

 

オレイン酸 SFA MUFA 雌 去勢 雌 去勢 雌 去勢 雌 去勢
1 1397 -1.2145 1.2648 -1.2855 56.5 54.4 35.7 37.9 61.8 59.7 298 1099
2 128 0.3920 -0.3927 0.3188 57.6 55.1 34.5 36.9 63.1 60.9 66 62
3 66 0.4990 -0.7194 0.7757 57.9 55.5 34.1 36.5 63.5 61.3 29 37
4 28 -0.3679 0.3815 -0.2722 58.6 54.1 33.7 38.5 63.8 58.9 5 23
5 127 0.8301 -0.8201 0.7602 57.2 55.6 34.9 36.5 62.7 61.4 82 45
6 8 0.9001 -1.0081 0.9371 57.8 - 34.1 - 64.0 - 8 -
7 92 -0.1810 0.1429 -0.1385 56.3 51.3 35.8 40.4 61.9 58.7 90 2
8 568 0.8035 -0.7828 0.7291 57.1 55.0 35.5 37.3 61.8 60.3 200 368
9 46 1.1482 -1.3263 1.3880 57.0 56.5 35.8 35.7 61.2 61.9 7 39

10 235 -0.4663 0.5512 -0.6206 57.0 54.3 35.6 38.2 61.6 59.2 83 152
11 65 -1.7974 2.1329 -2.0287 53.7 51.0 38.1 41.6 60.1 56.4 15 50
12 109 -0.3430 0.4879 -0.5127 58.2 54.2 34.0 37.9 63.4 60.1 10 99
13 1
14 4

36.6 59.8 62.5 2 3

連番

-0.2027 0.0883 -0.0510 55.4 54.6 36.9

頭数
効果 オレイン記録平均 SFA記録平均 MUFA記録平均 記録数性別内訳
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図３ 京都府内供用中雌牛の生年別育種価平均の推移 

 

 


